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自
己
点
検

議
会
の
あ
り
方

２期連続無投票
町議選

特集
　

町
議
会
議
員
の
任
期
が
今

年
９
月
30
日
に
満
了
と
な
り

ま
す
。
町
議
選
は
前
回
、

前
々
回
の
い
ず
れ
も
候
補
者

が
定
数
の
12
人
に
と
ど
ま

り
、
２
期
連
続
で
無
投
票
に

終
わ
り
ま
し
た
。

な
り
手
不
足
深
刻

　

２
期
連
続
の
無
競
争
に

よ
っ
て
﹁
な
り
手
不
足
﹂
の

深
刻
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
る

中
、
議
会
に
対
す
る
住
民
の

関
心
を
高
め
る
た
め
、﹁
町

政
調
査
会
﹂
に
お
い
て
、
議

会
の
将
来
を
見
据
え
た
議
会

運
営
上
の
工
夫
な
ど
﹁
議
会

の
あ
り
方
﹂
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
て
い
ま
す
。

広
い
住
民
の
参
画
を

　

議
会
は
地
域
の
多
様
な
民

意
を
集
約
し
、
団
体
意
思
を

決
定
す
る
機
能
や
政
策
を
形

成
す
る
機
能
、
執
行
機
関
を

監
視
す
る
機
能
な
ど
を
担
っ

て
お
り
、
民
主
主
義
・
地
方

自
治
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
合
議
制
機
関
で
す
。
そ

の
役
目
を
果
た
す
に
は
、
幅

広
い
住
民
の
参
画
を
促
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
多
様
な
層

の
住
民
か
ら
選
出
さ
れ
た
議

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
定
例
会
に
お

い
て
、
議
員
が
町
の
施
策
の

状
況
や
方
針
な
ど
に
つ
い

て
、
報
告
、
説
明
を
求
め
た

り
質
問
す
る
こ
と
。

　

一
般
質
問
の
登
壇
議
員
数

の
状
況
は
表
の
と
お
り
。
内

容
は
議
会
だ
よ
り
﹁
町
の
考

え
を
問
う
﹂
の
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

女
性
ゼ
ロ
議
会

　

候
補
者
数
の
男
女
均
等
化

を
促
す
﹁
政
治
分
野
の
男
女

共
同
参
画
推
進
法
﹂
が
成
立

し
て
５
年
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
で
は
女
性
議
員
が
い

な
い
議
会
は
５
市
町
村
で

す
。
子
育
て
支
援
や
雇
用
な

ど
生
活
に
直
結
す
る
政
策
議

論
の
場
に
、
男
女
双
方
の
視

点
を
反
映
す
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
望
ま
れ
、
政
治
に

参
画
す
る
女
性
を
増
や
す
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
障
壁
を

取
り
除
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

議
員
定
数
・
報
酬

　

町
政
調
査
会
で
は
、﹁
議

員
定
数
﹂
や
﹁
議
員
報
酬
﹂、

﹁
議
会
の
通
年
会
期
制
﹂
な

ど
の
論
点
や
争
点
を
整
理
し

て
議
員
間
の
理
解
を
深
め
る

た
め
議
員
間
討
議
を
行
い
、

議
会
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
の
要

因
の
ひ
と
つ
が
低
額
な
議
員

報
酬
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
議
会
活
性
化
の
取
り
組

み
と
合
わ
せ
﹁
活
動
内
容
を

踏
ま
え
た
原
価
方
式
﹂
に
よ

る
議
員
報
酬
の
見
直
し
と
の

相
乗
効
果
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

■住民と議員の懇談会 
 ざっくばらんに “おしゃべり ” ―意見交換―
 会　期：令和５年４月 17日～５月 14日の期間
 会　場：自治公民館単位で開催
 テーマ：①議会報告～令和５年度予算について
 　　　　②議員定数と報酬について
 　　　　③地域課題について

なし
３人

２回１人

11回
２人

13回
１人

14回
（毎回）
４人

一般質問登壇数
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～住民とともに歩む
 議会像を求めて～

議会力アップ
のため

■岩手県内の類似自治体（人口１万人未満町村）の実態
（令和４年７月１日現在）

議員定数

町村名 人口（人）面積（㎢）議員の定数（人）

住 田 町 4,967 334.8 12

葛 巻 町 5,681 434.9 10

西和賀町 5,105 590.8 12

平 泉 町 7,100 63.4 12

岩 泉 町 8,419 992.4 14

田野畑村 3,091 156.2 10

普 代 村 2,458 69.7 10

軽 米 町 8,637 245.8 12

野 田 村 4,086 80.8 12

九 戸 村 5,426 134.0 12

議員の年齢構成　　（令和３年７月１日現在）

町村名
25歳以上
30歳未満

30歳以上
40歳未満

40歳以上
50歳未満

50歳以上
60歳未満

60歳以上
70歳未満

70歳以上
80歳未満 80歳以上 合　計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
住 田 町 1 6 5 12
葛 巻 町 1 4 4 9
西和賀町 2 4 4 1 1 11 1
平 泉 町 1 1 7 1 1 1 10 2
岩 泉 町 1 2 5 5 1 13 1
田野畑村 1 4 1 4 9 1
普 代 村 2 5 1 1 9
軽 米 町 1 1 4 3 2 1 10 2
野 田 村 1 1 3 1 5 1 10 2
九 戸 村 1 4 2 4 1 10 2
県内19町村 最年少 34歳　　　最年長 91歳
 女性議員 33人　　男性議員 217人

議員報酬（月額）

町村名 議　長 副議長 議　員 参考
（町村長）

住 田 町 258,000 207,000 196,000 675,000
葛 巻 町 279,000 227,000 211,000 690,000

西和賀町 257,000 208,000 191,000 651,000

平 泉 町 271,000 218,000 203,000 684,000

岩 泉 町 279,000 226,000 210,000 690,000

田野畑村 235,000 189,000 170,100 655,000

普 代 村 236,000 189,000 170,000 570,000

軽 米 町 262,000 219,000 195,000 628,000

野 田 村 246,000 194,000 175,000 615,000

九 戸 村 230,000 182,000 165,000 518,500

最 高 410,000 350,000 300,000 780,000

最 小 230,000 182,000 165,000 518,500
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町民力を結集

未来を見据未来を見据ええて行動て行動
第27回定例会
（３月議会）

あらまし
　
第
27
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）
は
、
３
月
２
日
か
ら
13
日
ま

で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
町
長
施
政
方
針
演
述
、
教
育

長
教
育
行
政
演
述
の
後
、
７
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
諸
課
題
に

つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会

計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
副
町
長
の
選
任
、

令
和
５
年
度
各
会
計
当
初
予
算
案
な
ど
28
議
案
と
、
専
決
処
分

１
件
、
委
員
会
発
議
１
件
を
審
議
し
、
原
案
の
通
り
可
決
、
承

認
し
ま
し
た
。
請
願
３
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
移
住
定
住
施
策
に
注
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
施
策
の
一
つ
と
し
て
、「
仕
事
と
学
び
複
合
施
設
」
が
完

成
し
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
仕

事
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
広
く
町
外
か
ら
企
業
や
人
を

呼
び
込
み
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
拡
大
さ
せ
、
町
内
外

の
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
施
設
と
し
て
稼
働
率
を
向
上
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
人
口
減
少
は
進
み
、
社
会
の
担
い
手
不
足
、
税
収

の
減
少
な
ど
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し

て
い
き
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
困
難
に
も
一
致
団
結
の
精
神
で
町
民
力
を
結

集
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
、
町
民
に
、
そ
し
て
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
「
希
望
に
あ
ふ
れ
る
明
る
い
住
田
の

創
造
」
に
向
け
て
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
重
点
事
項

　
☆
健
康
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
☆
食
産
業
の
推
進

　
☆
住
ま
い
環
境
の
改
善

５年度主要施策
◆ ひと：人口対策◆ ひと：人口対策
　● 子育てへの支援・・保育料の全額無償化　● 子育てへの支援・・保育料の全額無償化
　● 教育環境の整備・・ＩＣＴ活用など学校教育環境の整備　● 教育環境の整備・・ＩＣＴ活用など学校教育環境の整備
　● 社会福祉の充実・・助け合いながら暮らす基盤づくり　● 社会福祉の充実・・助け合いながら暮らす基盤づくり

◆ まち：生活環境対策◆ まち：生活環境対策
　● 環境施策の推進・・脱炭素社会の形成　● 環境施策の推進・・脱炭素社会の形成
　● 公共交通、生活関連施設の整備　● 公共交通、生活関連施設の整備
　● 地域安全対策の推進・・地域ぐるみの防災体制づくり　● 地域安全対策の推進・・地域ぐるみの防災体制づくり

◆ しごと：所得対策◆ しごと：所得対策
　● 農業の振興・・新規就農者・中心経営体への支援　● 農業の振興・・新規就農者・中心経営体への支援
　● 林業の支援・・未利用間伐材の収集システムの構築　● 林業の支援・・未利用間伐材の収集システムの構築
　● 商工・観光業の振興・・交流人口の拡大　● 商工・観光業の振興・・交流人口の拡大

◆ 行政経営：情報化◆ 行政経営：情報化
　● 自治体ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進　● 自治体ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進

町
長
の
施
政
方
針︵
要
旨
︶神田謙一町長

移住定住施策
　　　に注力

５
年
度
予
算
の
概
要

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
の

総
額
は
、
４
年
度
当
初
比

６
・
５
％
増
の
71
億

９
３
３
９
万
円
。
一
般
会
計

は
50
億
３
５
０
０
万
円
で
４

年
度
当
初
よ
り
９
・
５
％
増

の
４
億
３
５
０
０
万
円
増
加

し
て
い
る
。

特
別
会
計
は
国
民
健
康
保

険
が
６
億
６
１
８
０
万
円
、
介

護
保
険
（
保
険
事
業
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）
が

10
億
１
９
６
万
円
、
後
期
高

齢
者
医
療
が
８
１
０
８
万
円
。

特
別
会
計
の
合
計
は

17
億
４
４
８
５
万
円
で
、
４
年

度
当
初
を
０・８
％
上
回
っ
た
。

公
営
企
業
会
計
の
う
ち
、
簡

易
水
道
事
業
は
収
益
的
収
入

が
１
億
６
１
４
０
万
円
、
同
支

出
が
１
億
４
４
８
９
万
円
。
資

本
的
収
入
は
３
８
４
７
万
円
、

同
支
出
は
８
５
９
３
万
円
。
下

水
道
事
業
は
収
益
的
収
入
が

１
億
４
４
４
０
万
円
、
同
支
出

が
１
億
４
４
０
１
万
円
。
資
本

的
収
入
は
３
４
５
５
万
円
、
同

支
出
は
３
８
７
１
万
円
。
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人事案件

【消防団員年額報酬】
階　級 現　行 改　正
団 　 長 140,000 150,000
副 団 長 93,500 100,000
分 団 長 73,000 80,000
副分団長 53,000 60,000
部 　 長 46,500 50,000
班 　 長 33,000 40,000
団 　 員 26,500 36,500

　

消
防
団
員
の
定
数
を
改
正

す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
非
常
勤
消
防

団
員
の
年
額
報
酬
の
引
上
げ

を
行
う
。

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

岩
手
県
交
通
は
、
陸
前
高
田

住
田
線
の
土
、
日
曜
日
の
バ

ス
運
行
を
廃
止
し
た
。
住
田

高
校
生
、
高
田
高
校
生
の
部

活
、
高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者

の
交
通
手
段
が
課
題
と
な

り
、
当
町
と
陸
前
高
田
市
で

協
議
を
進
め
て
き
た
。
地
域

住
民
の
移
動
手
段
の
確
保
、

乗
降
の
実
証
実
験
を
目
的
と

し
て
両
市
町
の
協
力
・
連
携

で
、
令
和
５
年
４
月
８
日
よ

り
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

よ
る
陸
前
高
田
住
田
線
の
運

行
を
開
始
す
る
。

　

平
成
27
年
か
ら
２
期
８
年

に
わ
た
っ
て
副
町
長
を
務
め

て
き
た
横
澤
孝
氏
（
65
）
＝

世
田
米
＝
が
、
３
月
末
を

も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
に
伴

い
、
新
副
町
長
に
元
県
職
員

で
、
平
成
13
年
10
月
か
ら
15

年
度
末
ま
で
当
町
助
役
を
務

め
た
小
向
正
悟
氏
（
64
）
＝

盛
岡
市
＝
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
。

△�火災や災害から地域住民の生命、財産を守る
使命に燃えて活動する消防団

消防団員年額報酬引上げ
団員年額　36500円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

高
田
住
田
線

土
曜
日
運
行

【消防団員定数】
現行の465人を380人に改正

個
人
情
報
保
護
法
改
正

に
伴
う
関
係
条
例
整
備

△�陸前高田住田線を運行する
コミュニティバス

新副町長に

小
こ

向
むかい

正
せい

悟
ご

氏 選任

小
こ

向
むかい

正
せい

悟
ご

氏
任期：４月１日から４年間

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
個
人
情
報
を
適

正
管
理
す
る
帳
簿
の
整
備
、

情
報
開
示
や
訂
正
、
新
た
な

審
査
会
、
罰
則
な
ど
の
規

定
。

一
連
の
個
人
情
報
保

護
条
例
の
背
景
は
。

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
、
こ
れ
ま
で
は

地
方
公
共
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

条
例
を
制
定
し
て
対
応
し
て

き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
国
が

一
元
化
し
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
町
と

し
て
は
、
国
の
制
度
を
適
切

に
運
用
し
て
い
く
。

情
報
漏
洩
防
止
の
対

策
は
。

町
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
を
改
定
す

る
な
ど
情
報
漏
洩
に
は
万
全

を
期
し
て
い
く
。

ＱＱ ＡＡ

●経路・停留所
　住田高校 ⇔ イオン陸前高田
　（現行の県交通バスと同様）
●運行日
　毎週土曜日のみ運行
●運賃
　１乗車200円
　（小中高生・介護人100円）
●便数・ダイヤ
　土曜４便（２往復）
　・イオン陸前高田⇒住田高校
　　① ７：00 → ７：57
　　② 12：00 → 12：52
　・住田高校⇒イオン陸前高田
　　① ８：05 → ８：57
　　② 13：05 → 13：57

条
例
改
正

すみた議会だより　第181号
令和５年4月14日
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

人口減少対策予算　一般会計50億3500万円

令和５年度　各会計予算の前年度との比較
区　　分 令和５年度 前年度 伸び率

一般会計 50億3500万円 46億円 9.5%

特別
会計

国民健康保険 ６億6180万円 ６億3974万円 3.4%

介護保険（保険・サービス） 10億196万円 10億156万円 0.3%

後期高齢者医療 8108万円 8994万円 △ 9.9％

企業
会計

簡易水道事業（支出予算） ２億3083万円 ２億3959万円 △ 3.7％

下水道事業（支出予算） １億8272万円 １億8298万円 △ 0.1％

合　　　　計 71億9339万円 67億5169万円 6.5%

交
流
人
口

交
流
人
口

 
拡
大
へ

拡
大
へ

町内観光の中核拠点！
滝観洞観光センター受付棟整備　１億3320万円
　すみた随一の観光地「滝観洞」の受付棟が新しく生まれ変わる。食事スペースや
休憩スペースが新たに設けられ、やすらぎある憩いの施設整備に着手。

（歳出）

支出

議会費
7238万円（1.5%）

諸支出金・予備費
3336万円（0.6%）

土木費
6億2798万円（12.5%）
土木費
6億2798万円（12.5%）

総務費
7億8139万円
（15.5%）

農林業・商工費等
6億439万円
（12%）

農林業・商工費等
6億439万円
（12%）

公債費
6億7045万円
（13.3%）

民生費
10億6512万円
（21.2%）

民生費
10億6512万円
（21.2%）

衛生費
3億9443万円
（7.8%）

消防費
2億4758万円
（4.9%）

教育費
5億3792万円
（10.7%）

教育費
5億3792万円
（10.7%）

自主財
源

依
存

財
源

（歳入）

収入

町税
6億567万円
（12%）

町債
4億5330万円
（9%）

地方交付税
23億2000万円
（46.1%）

繰入金
4億6986万円（9.3%）

国庫・県支出金
6億6380万円
（13.2%）

地方消費税
交付金等
2億1524万円
（4.2%）

使用料、手数料
8893万円（1.8%）

分担金、負担金等
1億1465万円
（2.3%）

財産収入、寄附金
１億356万円（2.1%）

依存財源
国・県・借入金に

頼ったお金

36億5234万円
（72.5%）

自主財源
町が自力で

確保できるお金

13億8266万円
（27.5%）

すみた議会だより　第181号
令和５年4月14日
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

新年度　主な事業をピックアップ！
さらなる移住定住促進へ
○子育て支援
０才児から２才児も無料へ

保育料完全無償化
いわて子育て応援保育料無償化補助金
� 73万円

○地元就職支援
町内医療機関や介護施設

看護師の確保対策
ナースプロジェクト
地域おこし協力隊の設置� 436万円
奨学金制度（看護師担い手枠）� 84万円
奨学金返還補助金� 25万円

○関係人口拡大
仕事と学び複合施設「イコウェルすみた」

管理・運営の人材整備
プロジェクトマネージャーと
地域おこし協力隊の設置� 1653万円
地域住民等連携サポート業務� 150万円

○町内定住対策
住居費・引越し費用

新婚世帯の生活支援
結婚新生活支援事業補助金� 160万円

すみた議会だより　第181号
令和５年4月14日
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

より良い町をめざして
� 共に考える予算

令 和 ５ 年 度
一 般 会 計 予 算
ほか５会計予算
を 可 決

　令和５年度の一般会計予算及び国民健康保険・介護保険・後期
高齢者医療の特別会計予算、簡易水道・下水道事業会計予算は、
３月７日から９日の３日間にわたり予算審査特別委員会（阿部祐
一委員長）で審査しました。委員の発言からいくつかをお知らせ
します。
　採決では、全会計予算が全会一致で可決されました。

自
主
財
源
確
保

Ｑ 

さ
ら
な
る
自
主
財
源
の

確
保
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

Ａ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
促
進

や
町
内
企
業
の
活
性
化
に
よ

る
従
業
員
の
所
得
向
上
に
期

待
を
す
る
。

固
定
資
産
税

Ｑ 

固
定
資
産
税
収
入
１
億 

３
０
０
０
万
円
増
の
要
因
は
。

Ａ 
石
灰
鉱
山
の
事
業
所
に

お
け
る
償
却
資
産
の
大
幅
な

増
加
に
よ
る
も
の
。

指
定
寄
付
金

Ｑ 

指
定
寄
付
金
の
新
年
度

に
お
け
る
見
込
み
額
が
倍
増

し
て
い
る
が
要
因
は
。

Ａ 

町
境
の
風
力
発
電
施
設
に

お
け
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

交
付
金
に
よ
り
、
２
４
０
０
万

円
の
増
を
見
込
む
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

Ｑ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
新
た

に
導
入
す
る
ね
ら
い
は
。

Ａ 

中
学
校
統
合
に
向
け
て

２
台
を
導
入
予
定
。
い
ず
れ

も
29
人
乗
り
の
仕
様
と
な
る
。

体
育
館
改
修

Ｑ 

世
田
米
中
学
校
体
育
館

の
改
修
工
事
を
ど
う
進
め
る

の
か
。

Ａ 

屋
根
の
雨
漏
り
や
照
明

器
具
、
中
学
校
統
合
に
関
わ

る
ど
ん
帳
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
を
図
る
。

堆
肥
有
効
活
用

Ｑ 

畜
産
堆
肥
利
用
促
進
補

助
金
の
ね
ら
い
は
。

Ａ 

町
内
堆
肥
を
有
効
活
用

し
、
高
騰
し
た
化
学
肥
料
の

低
減
策
と
し
て
実
施
。
町
内

事
業
者
が
展
開
し
て
い
る
鶏

糞
ペ
レ
ッ
ト
や
炭
化
鶏
糞
な

ど
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

町
道
改
良
工
事

Ｑ 

町
道
改
良
に
伴
う
国
の

社
会
資
本
交
付
金
の
活
用
見

込
み
は
ど
う
か
。

Ａ 

昭
和
橋
架
け
替
え
や
小

台
線
、
野
々
前
線
の
改
良
に

お
い
て
活
用
を
予
定
。
配
分

状
況
に
応
じ
て
取
り
組
む
。

河
川
の
堆
積
物

Ｑ 

中
小
河
川
の
堆
積
物
を

除
去
し
、
豪
雨
時
な
ど
の
安

全
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ 

緊
急
性
の
あ
る
も
の
か

ら
計
画
的
に
発
注
し
、
地
元

施
工
事
業
者
の
育
成
に
も
努

め
て
い
き
た
い
。

町
有
住
宅
解
体

Ｑ 

世
田
米
駅
第
１
町
有
住

宅
（
旧
Ｊ
Ｒ
バ
ス
宿
舎
）
の

解
体
設
計
が
盛
り
込
ま
れ
た

が
、
解
体
後
の
跡
地
に
お
け

る
利
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

Ａ 

当
該
地
は
ま
ち
中
の
一

等
地
で
あ
る
た
め
、
敷
地
全

体
と
し
て
の
活
用
を
見
据
え

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

世田米中学校体育館

旧ＪＲバス宿舎

すみた議会だより　第181号
令和５年4月14日
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有
害
捕
獲
業
務
報
償

費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。

国
、
県
の
補
助
金
が
利
用
で

き
な
い
３
月
分
を
町
独
自
で

の
事
業
と
し
て
実
施
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

現
在
は
考
え
て
い
な
い

が
、
４
月
、
５
月
に

捕
獲
が
増
え
る
こ
と
も
計
画

に
加
味
し
な
が
ら
、
有
害
駆

除
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
業
務

委
託
料
が
減
額
さ
れ

て
い
る
。
定
住
自
立
圏
を
形

成
し
て
い
る
大
船
渡
市
と
連

携
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
を
拡

大
し
て
は
ど
う
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
は
、
そ
の
土

地
の
も
の
と
い
う
あ
る
程
度

の
制
約
が
か
か
る
。
隣
接
地

域
の
産
物
を
返
礼
品
の
セ
ッ

ト
と
し
て
該
当
で
き
る
か
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号
は
歳
入

歳
出
に
３
５
１
３
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
49
億
９
４
１
４
万
円
と
す
る
。

△�路線廃止によりガードレールが撤去できるなど、
新たな景観づくりへの取り組みも期待されている

補
正
予
算

町
道
廃
止

条
例
制
定

議案審議
事
業
者
の

設
備
更
新
に
補
助

「
中
小
企
業
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

�

節
減
対
策
費
補
助
金
」

２
０
０
０
万
円
計
上

対
象
と
な
る
事
業
用

件
と
補
助
額
は
。

既
存
設
備
を
更
新
し
、

現
在
よ
り
も
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
な
が
る
場
合
に

は
設
備
費
と
工
事
費
総
額
の

３
分
の
２
（
一
事
業
者
に
つ

き
上
限
１
０
０
万
円
）
ま
で

を
補
助
す
る
も
の
。

　

公
共
下
水
道
の
区
域
外
か

ら
の
汚
水
の
流
入
を
認
め
る

こ
と
な
ど
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
。

　

区
域
外
流
入
の
許
可
条
件

は
、
①
汚
水
を
排
除
し
よ
う

　

滝
観
洞
観
光
セ
ン
タ
ー
付

近
の
町
道
２
５
５
・９
ｍ
を

廃
止
し
、
４
月
か
ら
管
理
道

に
変
更
す
る
も
の
。

　

住
田
観
光
開
発
（
株
）
が

運
営
す
る
同
観
光
セ
ン
タ
ー

の
受
付
棟
は
老
朽
化
な
ど
に

よ
り
解
体
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
対
象
と
な
る
設
備

機
器
と
申
請
受
付
は
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
機
器
や

高
効
率
空
調
設
備
、

厨
房
機
器
な
ど
の
更
新
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
既
存
の

も
の
よ
り
も
上
が
る
も
の
が

対
象
。
新
年
度
か
ら
申
請
を

受
け
付
け
る
。

と
す
る
土
地
が
公
共
下
水
道

の
敷
設
さ
れ
て
い
る
土
地
に

面
し
て
い
る
。
②
水
質
基
準

に
適
合
し
て
い
る
。
③
公
共

下
水
道
に
支
障
を
与
え
な
い

こ
と
。

令
和
６
年
度
に
は
新
築
施
設

が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
道
路
と
新

施
設
を
一
体
的
に
管
理
し
、

観
光
地
と
し
て
の
景
観
に
も

配
慮
し
た
環
境
整
備
を
図

る
。

ふ
る
さ
と
納
税

鳥
獣
害
捕
獲

下
水
道

区
域
外
流
入
を
許
可

滝
観
洞
線
の
廃
止

�

観
光
施
設
と
一
体
的
活
用

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

すみた議会だより　第181号
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請願のゆくえ請願のゆくえ

請願第９号 コロナワクチン接種後の死亡や後遺症等の本格的実態調査と対応強化を国へ求める意
見書の提出について

請願第10号 子どもたちにおける新型コロナウイルス感染症対策の影響調査を国へ求める意見書の
提出について

請願第11号 コロナワクチン後遺症の対応強化を県へ求める意見書の提出について
請願者の住所
団体・氏名

住田町上有住字中沢70-1
すみたの子どもたちの未来を守る会　佐々木　公一

紹介議員 水野　正勝

付託常任委員会 総務教民常任委員会（委員長　高橋　靖）

委員会審査の結果

第９号　不採択と決定
（接種後の死亡等は医師による因果関係の判断が難しいため）
第10号　不採択と決定
（マスク着用や黙食等の影響についての根拠が明確でないため）
第11号　不採択と決定
（コロナ対策は国の政策であり、補償を県に求めるべきではないため）

本会議での採決 賛成少数で全て不採択と決定

賛成討論

医師による因果関係の判断が難しい不採択

第９号　 コロナワクチン接種後の死亡や後遺症等の本格的実態調査と
対応強化を国へ求める意見書の提出について

国が責任をもって対応すべき 水 野 正 勝 議員
　コロナワクチン接種後に亡くなった方の遺族会が記者会見を開き、国へ速やかな救済や原因究明などを要望し、大手マ
スコミで報道がなされた。また、国では因果関係を否定できないとの死亡報告を１件初認定した。
　国民に努力義務を課し、テレビCMなどを講じて積極的に推し進めてきた経緯もあるため、国が責任をもって対応をし
ていくべきと考え請願の採択に賛成。

請願採決状況一覧

請　　　願
水
野
　
正
勝

荻
原
　
　
勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

佐
々
木
春
一

村
上
　
　
薫

阿
部
　
祐
一

林
﨑
　
幸
正

菊
池
　
　
孝

高
橋
　
　
靖

菅
野
　
浩
正

瀧
本
　
正
徳

議
決
結
果

請願第9号　コロナワクチン接種後の死亡や後
遺症等の本格的実態調査と対応強化を国へ求め
る意見書の提出について

〇 × × × × × × × × × × ―
不
採
択

請願第10号　子どもたちにおける新型コロナ
ウイルス感染症対策の影響調査を国へ求める意
見書の提出について

〇 × × × × × × × × × × ―
不
採
択

請願第11号　コロナワクチン後遺症の対応強
化を県へ求める意見書の提出について 〇 × × × × × × × × × × ―

不
採
択

〇:賛成　×:反対　欠:欠席
議長は採決に加わりません

すみた議会だより　第181号
令和５年4月14日
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町
の
考
え
を
問
う

一般質問一般質問

子育て・住田高校支援子育て・住田高校支援
林業施策などで論戦林業施策などで論戦

７
人
の
議
員
が
質
問ページ 質  問  者

（登壇順） 質問項目

12 荻
おぎ
原
わら
　　勝

まさる ① 観光振興
② 林業振興

13 佐
さ
々
さ
木
き
春
はる
一
かず

① 若者・子育て支援
②  新型コロナウイルス感染症の「５類」以降
への対応

③ 持続可能な食と農の実現

14 阿
あ
部
べ
祐
ゆう
一
いち ① 産業の振興と経済対策

②  水田活用直接支払い交付金の対象水田の見直
し

15 村
むら
上
かみ
　　薫

かおる ① 今後の気仙２市１町連携強化
② 令和５年度の施政方針演述
③ 第10次教育振興基本計画（案）

16 水
みず
野
の
正
まさ
勝
かつ

①  コロナウイルス感染症対策と関連する弊害
② 昆虫食の対応
③ 大家畜における獣医療体制
④ 外資による土地取得

17 林
はやし
﨑
ざき

幸
さち
正
まさ ① 住田高校の生徒確保

② 森林・林業日本一の総括と今後の展望

18 佐
さ
々
さ
木
き
初
はつ
雄
お ①  不動産登記法の改正による相続登記の義務

化

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策

執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
た
だ
し

ま
す
。
質
問
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
一
問
ず
つ
質
問
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

　全文記録（議事録）は、役場庁舎２階の総務課と町のホームペー
ジ上で閲覧できます。
　（ＱＲコードで議会ホームページへ直接進むことができます）

３月議会

▼QRコード

すみた議会だより　第181号
令和５年4月14日
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町
の
考
え
を
問
う

問
当
町
の「
産
金
の
歴
史
」

を
地
域
資
源
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答
町
長

　

気
仙
地
方
は
８
世
紀
か
ら

莫
大
な
産
金
を
誇
り
、
東
大

寺
の
大
仏
建
立
や
平
泉
黄
金

文
化
を
支
え
た
と
言
わ
れ
て

お
り
、
町
内
に
も
数
多
く
の

金
山
跡
が
残
っ
て
い
る
。
昭

和
51
年
に
は
気
仙
川
で
当
時

国
内
で
３
番
目
の
大
き
さ
の

砂
金
粒
が
発
見
さ
れ
、
現
在

は
町
の
民
俗
資
料
館
に
そ
の

レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

本
町
を
含
む
気
仙
地
方
の

「
産
金
の
歴
史
」
は
貴
重
な

地
域
資
源
で
あ
り
一
つ
の
観

光
資
源
に
な
る
と
捉
え
て
い

る
。

問
６
月
４
日
、
陸
前
高
田

市
の
高
田
松
原
津
波
復
興
祈

念
公
園
で
第
73
回
全
国
植
樹

祭
が
開
催
さ
れ
る
。
森
林
・

林
業
日
本
一
を
目
指
す
町
と

し
て
、
こ
の
開
催
を
ど
う
捉

え
、
今
後
の
林
業
振
興
に
ど

う
役
立
て
て
い
く
考
え
か
。

答
町
長　

　

岩
手
県
で
は
49
年
ぶ
り
２

回
目
の
開
催
と
な
る
。
本
県

の
豊
か
な
森
林
資
源
を
次
世

代
へ
引
き
継
ぐ
契
機
で
あ
り
、

森
林
の
公
益
機
能
に
対
す
る

理
解
の
促
進
、
林
業
の
持
続

的
で
健
全
な
発
展
を
図
る
機

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
と
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
後
の
支
援
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
と
復
興
す
る

姿
を
伝
え
ら
れ
る
機
会
と
な

り
、
意
義
深
い
大
会
で
あ
る
。

震
災
後
に
後
方
支
援
を
行
っ

問
「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

浪
漫
」
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。答

町
長　

　

日
本
遺
産
「
み
ち
の
く
Ｇ

Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
〜
黄
金
の
国
ジ

パ
ン
グ
、
産
金
の
は
じ
ま
り

の
地
を
た
ど
る
〜
」
は
、
陸

前
高
田
市
を
含
む
岩
手
宮
城

両
県
の
５
市
町
が
令
和
元
年

５
月
に
文
化
庁
か
ら
認
定
を

受
け
て
い
る
。
本
町
の
交
流

人
口
や
関
係
人
口
を
拡
大
す

る
た
め
の
同
遺
産
と
の
連
携

方
法
は
、
多
様
に
あ
る
と
考

え
る
。
現
時
点
で
具
体
的
な

計
画
は
な
い
が
今
後
、
コ
ロ

ナ
禍
で
停
滞
し
た
観
光
の
再

起
動
を
図
る
た
め
に
も
、
広

域
的
な
視
野
で
取
り
組
ん
で

行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

た
町
と
し
て
も
、
大
会
成
功

に
向
け
協
力
し
て
い
き
た
い
。

昨
今
、
脱
炭
素
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
全
国
植
樹
祭

を
契
機
に
、
あ
ら
た
め
て
持

続
可
能
な
森
林
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

問
町
の
森
林
の
45
％
を
占

め
る
広
葉
樹
の
活
用
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
を
。

答
町
長　

　

山
で
作
業
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
な
り
の
研
修
等
が
必
要

と
な
る
。
協
力
隊
と
い
う
よ

り
は
、
既
存
の
森
林
組
合
や

山
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
の

協
力
を
得
て
、
適
切
な
森
林

管
理
を
進
め
て
い
き
た
い
。

どう考える産金の歴史
広域的な視野で連携

全
国
植
樹
祭
ど
う
生
か
す

持
続
可
能
な
森
へ
機
運
醸
成

荻
おぎ

原
わら

　　勝
まさる

 議員

問

問

答

答

△  第 73回全国植樹祭の機運を盛り上げるた
め、役場町民ホールにも展示された木製
の地球儀

　「みちのくGOLD浪
漫」に住田が加わり、
もっと大きなストー
リーを描きたい。

議員のつぶやき
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町
の
考
え
を
問
う

コロナ５類移行の対応は
正しい情報を提供

安
全
・
安
心
の
保
育
体
制
を

各
組
２
人
以
上
の
保
育
士
配
置

佐
さ

々
さ

木
き

春
はる

一
かず

 議員

問

問

答

答

　子育て支援３つのゼ
ロ。保育料と子ども医
療費、学校給食費の無
償化。保育料と医療費
のゼロは実現。残すは
給食費の無償化。

議員のつぶやき

問
保
育
園
で
の
子
ど
も
の

安
全
・
安
心
な
保
育
の
た
め

に
、
適
切
な
保
育
士
な
ど
職

員
の
配
置
を
。

答
教
育
長　

　

２
つ
の
保
育
園
と
も
、
全

て
の
年
齢
の
組
で
、
国
の
配

置
基
準
を
満
た
し
、
可
能
な

限
り
２
人
以
上
の
保
育
士
を

配
置
し
て
い
る
。

問
職
員
の
休
暇
や
突
発
的

な
事
案
が
発
生
し
た
場
合
の

備
え
は
。

答
教
育
長

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
園

長
も
保
育
士
資
格
を
有
し
た

職
員
で
あ
り
、
さ
ら
に
フ

リ
ー
の
保
育
士
を
１
名
ず
つ

配
置
し
て
い
る
。

オ
ム
ツ
は
園
内
処
分

問
低
年
齢
児
の
「
オ
ム
ツ
」

が
、
保
護
者
の
持
ち
帰
り
と

な
っ
て
い
る
。
園
内
で
の
処

理
を
望
む
声
が
あ
る
が
。

答
教
育
長　

　

今
後
は
、
保
育
園
で
の
処

分
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
「
５
類
」
へ
の
引

き
下
げ
が
「
コ
ロ
ナ
は
終

わ
っ
た
」
と
の
誤
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
社
会
に
広
げ
、
感

染
状
況
を
悪
化
さ
せ
る
危
険

が
あ
る
が
。

答
町
長

　

５
月
８
日
よ
り
感
染
症
法

上
の
分
類
が
２
類
か
ら
５
類

感
染
症
に
移
行
と
な
る
。
５

類
引
き
下
げ
が
誤
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
広
が
り
、
再

び
感
染
が
拡
大
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
の
で
、
正
し
い

情
報
を
町
民
に
提
供
し
て
い

く
と
と
も
に
引
き
続
き
、
基

本
的
な
感
染
対
策
を
お
願
い

し
た
い
。

問
マ
ス
ク
着
用
や
感
染
対

策
の
あ
り
方
、
感
染
者
等
の

行
動
制
限
な
ど
の
対
応
は
。

答
町
長　

　

マ
ス
ク
着
用
は
、
３
月
13

日
よ
り
個
人
の
判
断
が
基
本

と
な
る
が
、
場
面
に
応
じ
た

適
切
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
行
動
制
限
な
ど
の
対
応

は
、
個
人
や
職
場
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
が
、
周
囲
に
感

染
を
広
げ
な
い
行
動
と
慎
重

な
判
断
を
お
願
い
す
る
。

鶏
糞
ペ
レ
ッ
ト
の

　
　
　
利
用
促
進

問
環
境
に
配
慮
し
た
農
業

を
促
す
取
り
組
み
と
し
て
、

化
学
肥
料
を
減
ら
す
と
と
も

に
堆
肥
の
活
用
を
推
奨
し
て

い
る
。
町
内
事
業
所
が
生
産

す
る
発
酵
堆
肥
・
ペ
レ
ッ
ト

堆
肥
の
普
及
促
進
を
図
れ
。

答
町
長　

　

耕
畜
連
携
に
よ
る
循
環
型

農
業
の
構
築
は
、
国
が
目
指

し
て
い
る
「
み
ど
り
の
食
糧

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
も
合
致

し
、
持
続
的
な
食
と
農
の
実

現
を
目
指
す
事
業
と
し
て
町

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
。
発
酵
鶏
糞

ペ
レ
ッ
ト
の
利
用
促
進
は
、

耕
種
農
家
の
理
解
や
事
業
推

進
の
た
め
、
農
協
や
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を

図
り
、
定
着
す
る
よ
う
普
及

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

△  保育料の全額無償化が実現した保
育園。健康でたくましく、のびの
びと育つ環境づくりが期待される
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町
の
考
え
を
問
う

問
商
工
業
者
の
設
備
更
新

や
収
益
構
造
の
改
善
に
向
け
、

具
体
的
な
支
援
策
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

答
町
長

　

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
を
う
け
る
中
小
事
業
者

の
将
来
的
な
企
業
体
質
強
化

の
た
め
、
コ
ス
ト
節
減
や
更

新
に
要
し
た
費
用
を
支
援
す

る
「
住
田
町
中
小
企
業
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
節
減
対
策
費

補
助
金
」
の
交
付
を
行
う
。

　

照
明
機
器
や
空
調
設
備
な

ど
の
更
新
に
1
0
0
万
円
を

上
限
と
し
、
補
助
対
象
経
費

総
額
の
３
分
の
２
以
内
の
金

額
を
支
給
す
る
。

問
※
水
田
活
用
直
接
支
払

交
付
金
に
お
い
て
制
度
改
正

と
な
る
が
、
要
点
は
。

答
町
長

　

令
和
８
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
１
度
も
水
張
り
が
行
わ

れ
な
い
水
田
は
、
令
和
９
年

度
以
降
、
交
付
対
象
水
田
と

し
な
い
方
針
と
な
る
。

問
国
で
は
水
田
の
完
全
畑

地
化
を
条
件
に
、
新
た
な
交

付
金
を
含
め
た
畑
地
化
促
進

事
業
を
推
進
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
農
家
へ
の
周
知
を
ど

う
図
っ
て
い
く
考
え
か
。

答
町
長

　

制
度
改
正
に
よ
り
水
田
農

業
は
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

町
内
14
会
場
で
集
落
座
談
会

を
開
催
し
、
水
田
活
用
直
接

支
払
交
付
金
な
ど
に
関
す
る

説
明
の
場
を
設
け
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
長
期
化

す
る
中
、
住
民
の
生
活
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
町
内

の
経
済
活
性
化
に
向
け
た
商

品
券
の
発
行
や
事
業
継
続
支

援
の
実
施
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
町
長

　

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た

「
使
っ
て
応
援
住
田
チ
ケ
ッ

ト
（
す
み
チ
ケ
＋
）」
や
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
緊
急
対

策
支
援
金
の
事
業
が
影
響
緩

和
に
一
定
の
効
果
を
上
げ
て

い
る
と
捉
え
て
い
る
。
新
た

な
経
済
対
策
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
で
情
勢
把
握
に
努

め
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視

し
、
適
切
に
検
討
し
て
い
く
。

事業者への支援を進めよ
コスト節減対策に補助

阿
あ

部
べ

祐
ゆう

一
いち

 議員

問
答

　中小企業は、物価高
騰の影響で価格転嫁や
賃上げなど厳しい状況
にある。経営環境の活
性化策が必要だ。

議員のつぶやき

問
耕
作
が
全
く
な
さ
れ
て

い
な
い
水
田
の
扱
い
は
ど
う

な
る
の
か
。

答
町
長

　

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付

金
に
お
い
て
、
３
年
連
続
し

て
作
付
け
が
行
わ
れ
な
い
自

己
保
全
管
理
さ
れ
て
い
る
水

田
は
、
交
付
対
象
水
田
か
ら

除
外
さ
れ
る
。

問
中
山
間
地
直
接
支
払
交

付
金
や
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
に
取
り
組
ん
で
い
る
組

織
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答
町
長

　

登
記
簿
上
の
地
目
変
更
が

な
け
れ
ば
影
響
は
な
い
。
畦

畔
や
か
ん
が
い
施
設
な
ど
の

水
田
機
能
を
有
し
た
畑
地
化

の
場
合
は
、
水
田
と
し
て
の

交
付
対
象
に
差
し
支
え
な
い
。

※
水
田
活
用
直
接
支
払
交

付
金
制
度
と
は

　

水
田
で
麦
、
大
豆
、
飼

料
用
米
な
ど
の
作
物
を
生

産
す
る
農
業
者
に
対
し
て

交
付
金
を
支
給
す
る
制
度
。

△  ５年に１度の水張りで交付要件を維持し
ていくか、畑地化による一定期間の支援
に切り替えるかの選択が迫られる水田を
活用したネギ栽培のほ場

畑
地
化
促
進
周
知
は

14
会
場
で
座
談
会

問答
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町
の
考
え
を
問
う

テニスコート整備を
部員増も想定し検討

２
市
１
町
の
連
携
強
化
へ

協
議
の
場
を
提
案

村
むら

上
かみ

　　薫
かおる

 議員

問

問

答

答

　自治体ＧＸは「森林・
林業日本一を目指す」
まちとして、脱炭素社
会を実現することが望
ましい。

議員のつぶやき

問
昨
年
、
気
仙
２
市
の
首

長
が
交
代
と
な
っ
た
。
定
住

自
立
圏
構
想
を
再
考
す
る
時

機
が
来
た
と
考
え
る
が
ど
う

か
。答

町
長

　

定
住
自
立
圏
構
想
は
、
当

町
と
大
船
渡
市
で
令
和
６
年

度
ま
で
の
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
進
め
て
い
る
。
そ
の

後
の
自
立
圏
形
成
に
つ
い
て

は
、
２
市
１
町
に
よ
る
協
議

の
場
を
提
案
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
自
治
体
※
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー

ン
変
革
）
の
行
程
計
画
と
主

な
施
策
は
ど
う
か
。

答
町
長

　

令
和
５
年
度
に
役
場
内
で

の
Ｇ
Ｘ
推
進
会
議
を
立
ち
上

げ
、
各
課
横
断
的
な
政
策
に

取
り
組
む
。
推
進
会
議
で
は

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進
、
温
暖
化
へ
の
対
応
な

ど
の
観
点
か
ら
施
策
を
検
討
。

令
和
６
年
度
に
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
具
現
化
で

き
る
も
の
か
ら
事
業
実
施
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

※
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
変
革
）

と
は

　

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら

太
陽
光
発
電
な
ど
の
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
中

心
の
産
業
構
造
・
社
会
構

造
へ
転
換
す
る
取
り
組
み
。

２
０
５
０
年
ま
で
に
脱
炭

素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

自
治
体
や
企
業
な
ど
が
対

応
を
進
め
て
い
る
。

問
文
科
省
研
究
開
発
学
校

指
定
の
２
期
目
を
迎
え
て
い

る
「
地
域
創
造
学
」
の
地
域

理
解
に
お
い
て
、「
住
田
を

創
っ
た
先
達
者
」
を
加
え
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
教
育
長

　

地
域
創
造
学
で
は
小
学
６

年
時
に
町
の
歴
史
を
学
ぶ
授

業
が
あ
る
。
自
ら
の
調
査
や

研
究
結
果
で
、
今
日
の
住
田

を
創
っ
た
先
人
達
を
探
し
出

す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

問
競
技
人
口
が
増
え
て
い

る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
コ
ー
ト

を
早
期
に
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
教
育
長

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
小
学
校

入
学
前
の
子
ど
も
か
ら
成
人

ま
で
幅
広
い
年
代
で
親
し
ま

れ
て
お
り
、
多
く
の
大
会
な

ど
で
も
優
秀
な
成
績
を
収
め

て
い
る
。
中
学
校
に
関
し
て

は
、
来
年
春
に
統
合
が
予
定

さ
れ
、
多
く
の
部
活
動
で
部

員
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
施
設
整
備
は
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
学

校
部
活
動
の
地
域
移
行
や
部

活
動
指
導
員
制
度
の
導
入
も

実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
体
育
施
設
整
備
全
体
と

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
目
的
や
機
能
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答
町
長

　

全
て
の
妊
産
婦
や
子
育
て

世
帯
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
、

一
体
的
に
相
談
支
援
を
行
う

機
関
。
多
様
な
家
庭
環
境
な

ど
に
関
す
る
支
援
体
制
の
充

実
や
強
化
が
図
ら
れ
る
。

△  乾きが早く、天候による影響が少ないオ
ムニコート（砂入り人工芝）の整備が望
まれる運動公園テニスコート
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町
の
考
え
を
問
う

問
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
に
よ

る
当
町
で
の
大
家
畜
診
療
は

業
務
停
止
ま
で
残
り
約
一
年

と
な
る
。
獣
医
療
体
制
の
再

構
築
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
対
策
が
協
議
さ
れ

て
き
た
の
か
。

答
町
長

　

大
船
渡
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
、
大
船
渡
市
、
陸
前
高

田
市
、
住
田
町
及
び
大
船
渡

市
農
協
が
気
仙
地
区
の
獣
医

療
体
制
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
き
た
。
協
議
で
は
獣
医

師
の
公
募
や
診
療
時
の
旅
費
、

備
品
な
ど
を
２
市
１
町
及
び

農
協
が
助
成
を
行
う
こ
と
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
、
大
船
渡

地
方
農
業
振
興
協
議
会
が
主

体
と
な
っ
て
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。

問
平
年
で
想
定
さ
れ
る
数

値
を
上
回
っ
た
死
者
数
で
あ

る
超
過
死
亡
数
が
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
開
始
以
降
、

令
和
４
年
11
月
時
点
で
約

22
万
人
に
及
ん
で
い
る
。
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
の
関
連
性

も
疑
わ
れ
る
た
め
、
国
や
県

へ
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、

原
因
究
明
と
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

問
新
た
な
獣
医
療
体
制
の

整
備
に
向
け
て
の
対
応
や
課

題
な
ど
、
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

答
町
長

　

大
船
渡
地
方
農
業
振
興
協

議
会
に
よ
る
獣
医
師
の
公
募

や
審
査
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

気
仙
地
区
内
を
診
療
し
て
い

た
だ
け
る
獣
医
師
が
決
定
。

１
年
前
倒
し
と
な
る
令
和
５

年
４
月
１
日
よ
り
、
開
業
獣

医
師
に
よ
る
新
た
な
体
制
へ

移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
か
ら
の
円

滑
な
移
行
が
で
き
る
か
ど
う

か
が
課
題
と
な
る
が
、
早
期

に
新
体
制
が
確
立
さ
れ
、
大

家
畜
畜
産
農
家
が
安
心
し
て

畜
産
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
。

新たな獣医療体制は
大船渡農振協で対応

水
みず

野
の

正
まさ

勝
かつ

 議員

問
答

　超過死亡増とコロナ
ワクチンの関係を否定
するためにも徹底的に
原因究明を行うべきだ
と思います。

議員のつぶやき

答
町
長

　

超
過
死
亡
数
の
増
加
と
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関

係
は
、
現
時
点
で
は
結
論
づ

け
ら
れ
て
い
な
い
。
超
過
死

亡
増
の
原
因
究
明
や
そ
の
対

策
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て

行
う
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
の
取
り
組

み
に
期
待
を
し
て
い
る
。

コ
オ
ロ
ギ
食

　
　
対
応
は

問
コ
オ
ロ
ギ
を
学
校
給
食

へ
導
入
す
る
な
ど
地
域
に

よ
っ
て
は
取
り
組
み
が
活
発

化
し
て
い
る
。
中
国
の
漢
方

文
献
で
は
微
毒
と
さ
れ
、
妊

婦
に
は
禁
忌
で
あ
る
な
ど
人

体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
町
長

　

昆
虫
食
は
環
境
へ
の
負
荷

が
少
な
く
、
栄
養
価
が
高
い

こ
と
か
ら
「
食
糧
危
機
の
救

世
主
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
見
か
け
が
良
く
な

く
、
日
本
の
食
文
化
に
根
付

い
て
お
ら
ず
、
単
価
が
高
い

こ
と
な
ど
の
特
徴
も
あ
る
と

捉
え
る
。
町
と
し
て
は
昆
虫

食
を
推
進
す
る
取
り
組
み
は

な
い
が
、
引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

外
資
に
よ
る
土
地
取
得

△  2021 年以降、年間の死亡者数は増加傾
向となった。超過死亡数は戦後最大の数
値を更新し続けている

死
者
増
の
原
因
究
明
を

国
の
責
任
で
行
う
べ
き

問答
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町
の
考
え
を
問
う

志願者減の対応は
募集継続を要請

森
林
林
業
活
か
し
た
展
望
を

さ
ら
な
る
私
有
林
の
整
備

林
はやし

﨑
ざき

幸
さち

正
まさ

 議員

問

問

答

答

　町の活力には、
住田高校の存続が
必要不可欠だ。

議員のつぶやき

問
「
森
林
・
林
業
日
本
一

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
係
る
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
町
長

　

持
続
可
能
な
森
林
管
理
と

森
林
経
営
に
努
め
、
木
材
生

産
か
ら
加
工
流
通
ま
で
の
木

材
流
通
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と

強
化
を
図
っ
て
き
た
。
Ｆ
Ｓ

Ｃ
森
林
認
証
や
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
、
担
い
手
対
策
、
森
林

環
境
教
育
な
ど
に
よ
る
地
域

全
体
の
活
性
化
も
見
据
え
、

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

問
「
森
林
・
林
業
日
本
一

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す

た
め
、
今
後
の
展
望
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
町
長

　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
な
が
ら
森
林
経
営
管
理
制

度
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
私

有
林
の
整
備
を
進
め
な
け
れ

ば
と
考
え
る
。
中
で
も
再
造

林
の
推
進
や
林
業
の
担
い
手

不
足
、
鳥
獣
被
害
な
ど
に
お

い
て
は
、
効
果
的
な
対
策
を

検
討
し
、
実
施
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
捉
え
て
い
る
。

問
か
ね
て
か
ら
林
野
庁
と

の
人
事
交
流
を
行
っ
て
き
て

い
る
が
、
そ
の
成
果
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
町
長

　

派
遣
さ
れ
る
職
員
に
は
、

分
収
造
林
組
合
や
航
空
レ
ー

ザ
測
量
関
連
な
ど
地
域
と
交

流
で
き
る
事
業
や
国
の
制
度

活
用
を
担
当
し
て
い
る
。
本

町
か
ら
の
派
遣
職
員
に
つ
い

て
は
、
専
門
知
識
の
習
得
や

人
脈
づ
く
り
な
ど
の
成
果
が

得
ら
れ
、
職
員
の
資
質
向
上

が
図
ら
れ
て
い
る
。

問
県
立
高
校
の
再
編
計
画

で
は
、
１
学
級
校
は
直
近
の

入
学
者
数
が
２
年
連
続
し
て

20
人
以
下
と
な
っ
た
場
合
、

原
則
翌
年
度
か
ら
募
集
を
停

止
し
、
統
合
に
つ
い
て
協
議

す
る
こ
と
と
な
る
。
新
年
度

の
入
学
者
数
の
見
込
み
と
今

後
の
対
策
は
ど
う
か
。

答
教
育
長

　

確
定
で
は
な
い
が
現
時
点

で
定
員
40
名
に
対
し
、
17
名

の
志
願
者
と
な
る
。
県
に
対

し
て
は
、
住
田
高
校
の
魅
力

向
上
な
ど
の
取
り
組
み
に
理

解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
令

和
６
年
度
以
降
も
募
集
を
継

続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
町

長
と
共
に
要
請
を
し
て
い
る
。

問
住
田
高
校
の
生
徒
数
確

保
や
魅
力
向
上
に
対
し
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
補
助
金
交
付

等
の
施
策
を
展
開
し
て
き
た

が
、
成
果
と
課
題
は
ど
う
か
。

答
教
育
長

　

教
育
振
興
会
へ
の
補
助
で

は
、
海
外
派
遣
事
業
に
よ
り

生
徒
の
国
際
理
解
の
醸
成
を

図
っ
て
き
た
。
通
学
費
と
給

食
費
補
助
で
は
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
で
高
校
へ
の
関
心
を
高
め
、

入
学
生
確
保
に
貢
献
を
し
て

き
た
。
対
象
と
な
る
中
学
生

や
保
護
者
な
ど
に
向
け
た
各

支
援
策
の
具
体
的
な
内
容
や

高
校
の
様
子
な
ど
の
さ
ら
な

る
周
知
が
課
題
と
な
る
。

△  上有住放課後こども教室と住高生の
交流会。子ども達とふれあえる機会
が多いのも住田高校の魅力の一つ
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町
の
考
え
を
問
う

問
不
動
産
の
相
続
登
記
未

了
や
所
有
者
不
明
土
地
の
現

状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
町
長

　

不
動
産
登
記
は
法
務
局
の

管
轄
で
あ
り
、
相
続
登
記
の

未
了
や
所
有
者
不
明
の
不
動

産
は
、
正
確
な
数
字
は
掴
め

て
い
な
い
。
当
町
で
の
把
握

は
あ
く
ま
で
も
固
定
資
産
台

帳
を
基
に
し
た
も
の
と
な
る
。

所
有
者
不
明
の
不
動
産
は
、

税
務
調
査
に
よ
り
権
利
者
を

特
定
し
、
固
定
資
産
税
の
※

納
税
管
理
人
を
選
任
し
て
い

る
状
況
と
な
る
。

問
都
市
部
へ
の
人
口
流
出

や
少
子
化
な
ど
に
よ
り
、
所

有
者
の
死
後
、
不
動
産
を
利

活
用
及
び
管
理
す
る
こ
と
が

出
来
ず
、
相
続
人
全
員
が
相

産
の
清
算
を
行
う
な
ど
、
制

度
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

問
相
続
し
た
土
地
の
所
有

権
を
一
定
要
件
で
手
放
し
、

国
に
帰
属
さ
せ
る
制
度
が
開

始
と
な
る
が
、
そ
の
詳
細
は
。

答
町
長

　

土
地
所
有
に
対
す
る
住
民

の
負
担
感
が
増
し
、
所
有
者

不
明
土
地
の
発
生
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
解
消
を
進

め
る
た
め
、
相
続
し
た
土
地

を
法
務
大
臣
の
承
認
に
よ
り

手
放
し
、
国
庫
に
帰
属
さ
せ

る
こ
と
を
可
能
と
す
る
制
度
。

対
象
は
更
地
を
基
本
と
し
、

土
地
の
状
況
に
応
じ
た
10
年

分
の
管
理
費
相
当
額
を
納
入

す
る
必
要
が
あ
る
。

※
納
税
管
理
人
と
は

　

納
税
義
務
者
に
代
わ
り

納
税
に
関
す
る
一
切
の
手

続
き
を
行
う
人
。

※
相
続
財
産
管
理
人
と
は

　

遺
産
を
管
理
し
遺
産
を

清
算
す
る
職
務
を
行
う
人
。

続
放
棄
を
望
む
場
合
の
対
応

は
ど
う
か
。

答
町
長

　

個
人
の
財
産
に
関
す
る
た

め
、
相
続
人
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
方
を
基
本
と
捉
え
る
。
仮

に
相
続
人
が
全
員
相
続
放
棄

を
望
ん
だ
場
合
で
あ
っ
て
も
、

相
続
財
産
の
管
理
義
務
は
発

生
し
、
他
者
に
引
き
渡
す
ま

で
は
管
理
義
務
を
負
う
こ
と

と
な
る
。
制
度
の
理
解
を
促

す
こ
と
が
重
要
と
捉
え
る
。

問
相
続
人
が
い
な
い
不
動

産
の
場
合
は
ど
う
か
。

答
町
長

　

相
続
人
が
な
く
有
効
に
活

用
で
き
る
可
能
性
が
高
い
土

地
に
関
し
て
は
、
※

相
続
財

産
管
理
人
ま
た
は
相
続
財
産

精
算
人
を
選
任
し
、
相
続
財

相続法改正の対応は
義務化うけ重要性周知

佐
さ

々
さ

木
き

初
はつ

雄
お

 議員

問
答

　人口流出によ
り、財産に係る
維持管理の不安
や利活用しない
財産への税負担
感が増す今日。

議員のつぶやき

問
相
続
法
の
改
正
を
う
け
、

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、

不
動
産
の
相
続
登
記
が
義
務

化
さ
れ
る
。
不
動
産
の
所
有

者
が
死
亡
し
、
相
続
人
が
相

続
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
正
当
な
理
由
な
く
相
続

を
怠
っ
た
場
合
、
10
万
円
以

下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
法
施
行
前
の

相
続
登
記
未
了
の
不
動
産
に

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
住
民
へ
制
度

を
周
知
し
、
相
続
登
記
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
町
長

　

死
亡
届
等
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税

管
理
人
の
届
出
書
を
提
出
い

た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
際
に

は
早
め
の
相
続
登
記
を
お
願

い
す
る
周
知
も
図
っ
て
き
た
。

今
後
は
制
度
が
大
幅
に
見
直

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
へ

の
継
続
し
た
周
知
が
大
切
と

考
え
る
。
町
の
広
報
や
住
田

テ
レ
ビ
等
を
活
用
し
、
相
続

登
記
の
重
要
性
に
つ
い
て
周

知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。△  不動産の相続登記義務化により、特定空き家へ

の対応や未然防止にも期待が寄せられる
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議会を傍聴しよう！

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登

場
し
て
い
た
だ
く
企
画

に
な
り
ま
す
。
町
や
議

会
に
対
し
て
の
意
見
、

活
動
を
通
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
想
い
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、「
ま
ち
づ
く
り

学
校
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
」

と
の
つ
な
が
り
を
き
っ
か

け
に
、町
へ
移
住
さ
れ
た

功
刀
稔
也
さ
ん
で
す
。

　
有
住
小
学
校
の
講
師
を

勤
め
な
が
ら
、
休
日
に
は

地
域
行
事
や
ふ
る
さ
と
創

生
大
学
の
活
動
に
精
力
的

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
験
的
な
学
習
を
子
ど
も
達
と

△ふるさと創生大学での毎年恒例「書初め」△ふるさと創生大学での毎年恒例「書初め」

功功
くぬぎく ぬ ぎ
刀刀　稔稔

としとし
也也
やや
さん　さん　世田米字世田米駅世田米字世田米駅

す
み
た
に
移
住
さ
れ

た
き
っ
か
け
は
。

東
京
で
は
、
保
育
園

や
学
習
塾
な
ど
で
働

き
な
が
ら
、
通
信
制
大
学
で

教
員
免
許
を
取
得
し
ま
し

た
。
ど
こ
で
教
師
を
し
よ
う

か
迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
早

速
、
驚
く
べ
き
速
さ
で
ご
連

絡
を
い
た
だ
い
た
の
が
住
田

町
で
し
た
。
有
住
小
学
校
で

教
育
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
、
ふ
る
さ
と
創
生

大
学
の
方
々
に
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
と
ご
縁
を
感
じ
、

住
田
町
へ
の
移
住
を
即
決
し

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
創
生
大
学

で
の
活
動
の
魅
力
は
。

体
験
活
動
が
豊
富
な

と
こ
ろ
で
す
。
教
師

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
生

活
体
験
が
豊
か
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
を
も
っ
て

い
ま
す
。
植
物
や
生
き
物
と

触
れ
合
う
こ
と
、
川
で
遊
ぶ

こ
と
、
芸
術
文
化
に
親
し
む

こ
と
、
本
を
読
む
こ
と
な
ど
、

体
験
的
な
学
習
の
場
を
創
る

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち

を
巻
き
込
め
る
の
が
魅
力
的

で
す
。

す
み
た
で
感
じ
た
こ

と
や
魅
力
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

地
域
の
結
び
つ
き
が

強
い
こ
と
で
す
。
東

京
で
は
地
域
と
疎
遠
の
生
活

で
し
た
。
お
隣
さ
ん
で
あ
っ

て
も
、
ど
こ
の
誰
な
の
か
見

当
が
つ
き
ま
せ
ん
。
で
も
住

田
町
で
は
、
誰
か
し
ら
共
通

の
知
り
合
い
が
い
る
も
の
で

す
。
移
住
し
て
１
年
も
経
ち

ま
せ
ん
が
、
住
田
の
皆
さ
ん

が
ま
る
で
「
親
戚
」
の
よ
う

に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
活
動
や
ま
ち

へ
の
想
い
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

住
田
町
に
は
「
職
人
」

の
よ
う
な
方
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
創
生

大
学
に
も
農
業
や
漁
業
、
書

道
、
工
芸
、
音
楽
な
ど
多
種

多
様
な
専
門
家
が
集
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
う

し
た
「
本
物
」
を
身
近
に
感

じ
、
触
れ
合
い
、
関
わ
り
を

も
て
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

　町議会は誰でも傍聴でき
ます。次の６月議会の予定
は下表のとおり。
　生活改善センター議会棟
の入口から案内に従って傍
聴席へお入りください。

令和５年３月
議会の傍聴者は

1414人人でした。

住田テレビ放映住田テレビ放映もどうぞ
　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
　放映時間は午後６時からです。

６月議会は
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

一般質問 議案審議

すみた想い人⑫
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パート

13

夢
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン

悩
み
を
サ
ポ
ー
ト

広報編集常任委員会
発行責任者 議　　長 瀧　本　正　德
 委 員 長　 佐々木　信　一
 副委員長 水　野　正　勝
 委　　員 菅　野　浩　正
  阿　部　祐　一
  佐々木　春　一
  荻　原　　　勝

　住田町の子どもたちが　住田町の子どもたちが

将来の夢を語る将来の夢を語る
コーナーです。コーナーです。
　自薦・他薦も大歓迎。申し　自薦・他薦も大歓迎。申し
込みをお待ちしています。込みをお待ちしています。

ぼくのしょうらいの夢は、バスケット選手
です。小さいころユーチューブでマイケル・
ジョーダンが、フリーシュートラインから
ジャンプして、ダンクシュートしたのを見
たのがきっかけです。そのためには、練習
をかかさないことが大事だと思います。

私が今夢中になっていることは、音楽をき
くことです。音楽をきいている時は、リラッ
クス出来るのでそのまま寝てしまうことが
よくあります。将来の夢は、心理カウン
セラーです。話を聞くことで悩んでいる
人が前向きに生活できるサポートをしたい
と思います。

世田米小学校６年

佐
さ
藤
とう

和
かず
樹
き

（世田米字上日向）

有住小学校６年

水
みず
野
の
心
こ
陽
はる

（下有住字中上）

 委 員 長　 
 副委員長 
 委　　員 
  
  

段々と暖かくなってきた３月末。世田米保育園の園
庭では、子どもたちが縄跳びやドッジボールで元気に
遊んでいました。そんな中、４月から年長さんになる
子どもたちは、カメラにとっても興味深々。撮られる
より撮りたい！と交互にカメラマン役になって、お友
達や先生の笑顔をパシャリ。しっかりチェックまでし
て、「うん！いいね!!」と、担当顔負けの立派なカメ
ラマンになっていました。

表紙の写真表紙の写真

水水水
みずみず

世田米小学校６年世田米小学校６年

佐佐佐
（世田米字上日向）（世田米字上日向）

　今任期において、議会だよりは今号で15回目の発
行となりました。最初の頃は分からないことだらけ
で、もともと作文も得意ではなく、広報を完成させ
るため、先輩議員や事務局の助言により、必死に食
らいついてなんとかこれまでやらせていただくこと
ができました。これまでの編集作業に関わり、ご指
導・ご協力をいただいた町民の皆様にあらためて感
謝申し上げます。残された任期もより良い広報づく
りを目指し、取り組んでまいります。

広報編集常任委員会　　　　　
副委員長　水 野 正 勝編集後記

世田米保育園世田米保育園
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